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世
界
の
中
の
コ
リ
ア
ン

豊
饒
な
民
俗
文
化
と
、
儒
教
に
基
づ
く
高
い
精
神
性
を
あ
わ

せ
持
つ
コ
リ
ア
ン
。
国
際
舞
台
で
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を

見
せ
る
。
文
化
人
類
学
者
と
し
て
韓
国
に
深
い
造
詣
の
あ
る

伊
藤
亜
人
氏
と
、
気
鋭
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
野

村
進
氏
に
、そ
の
歴
史
的
経
緯
と
課
題
、現
況
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。

撮
影
＝
岩
橋 

昇
／
構
成
・
文
＝
大
田
由
紀
江

伊
藤
亜
人

東
京
大
学
名
誉
教
授 

文
化
人
類
学
者

いとうあびと◎1943年東京都
出身。東京大学教養学部教養学
科、同大学院社会学研究科を修
了。泉靖一や李杜鉉ソウル大学
名誉教授に師事し文化人類学を
専攻。71年から韓国を中心と
した東アジア諸地域のフィール
ドワークに従事。信仰と儀礼、
儒教と教育、親族組織、農村振
興とセマウル運動など多数の論
文を発表。東京大学教授、琉球
大学大学院教授、ソウル大学校
招聘教授などを歴任後、現在東
京大学名誉教授、早稲田大学ア
ジア研究機構教授。2002年韓
国政府より大韓民国文化勲章を
受章。主著に『暮らしがわかる
アジア読本　韓国』（河出書房新
社）、『韓国夢幻』（新宿書房）
など。

野
村
　
先
生
は
人
類
学
・
民
俗
学
の
立
場
か
ら
、
40
年
に
わ

た
っ
て
韓
国
の
研
究
を
続
け
ら
れ
、
そ
の
文
化
と
歴
史
を
素

人
に
も
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
済チ

ェ

州ジ
ュ

道ド

に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
入
ら
れ
た
の
が
１
９
７
１
年
。

解
放
後
（
戦
後
）、
日
本
人
と
し
て
は
初
め
て
と
も
う
か
が

い
ま
す
が
、
そ
の
経
緯
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

伊
藤
　
民
俗
学
に
惹
か
れ
た
の
は
高
校
卒
業
後
の
浪
人
時
代
、

柳
田
國
男
の
『
遠
野
物
語
』
の
虜
に
な
っ
て
以
来
で
す
。
触

─
─
そ
の
精
神
文
化
が
も
た
ら
す
も
の
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野
村 

進

韓
哲
文
化
財
団
評
議
員 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

のむらすすむ◎1956年東京都
出身。上智大学外国語学部英語
学科中退。1978～80年フィリ
ピン・マニラに留学。帰国後
『フィリピン新人民軍従軍記』
（晩聲社）を発表し、ノンフィ
クションライターに。以来、現
場密着主義を貫き、アジア・太
平洋関連のレポート、先端医学
やバーチャル・リアリティなど
の科学報告、各界の人物論など
を手掛ける。1996年、在日コ
リアンを世界的な視点から描い
た『コリアン世界の旅』（講談
社）で大宅壮一ノンフィクショ
ン賞、講談社ノンフィクション
賞を受賞。99年『アジア新し
い物語』（文藝春秋）でアジア
太平洋賞受賞。現在、拓殖大学
国際開発学部教授。

発
さ
れ
て
２
年
間
、
東
北
地
方
や
瀬
戸
内
海
の
漁
村
を
歩
き

ま
し
た
。
そ
し
て
東
大
入
学
後
、
日
本
を
知
る
に
は
、
中
国

や
朝
鮮
半
島
つ
い
て
も
研
究
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
最
初
の
授
業
で
泉い

ず
み

靖せ
い

一い
ち

先
生
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

野
村
　
戦
後
、
日
本
の
文
化
人
類
学
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ

た
泰た

い

斗と

で
す
ね
。
初
期
の
著
作
『
済
州
島
』
は
私
も
読
み
ま

し
た
。
こ
ん
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
学
者
が
い
た
の
か
、
と

感
動
し
ま
し
た
。

伊
藤
　
泉
先
生
は
朝
鮮
で
育
ち
、
京
城
帝
国
大
学
の
学
生
時

代
に
、
済
州
島
の
漢ハ

ン

拏ラ

山
で
、
友
人
を
遭
難
で
亡
く
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
現
地
の
巫
俗
信
仰
、神シ

ン

房バ
ン

と
出
会
い
、シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
近
年
、
日
帝

時
代
の
学
者
は
わ
ざ
わ
ざ
迷
信
を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
の
後
進

性
、
無
知
蒙も

う

昧ま
い

性
を
印
象
付
け
た
、
と
非
難
す
る
声
が
あ
り

ま
す
が
、
土
着
の
呪
術
や
神
話
は
、
民
族
の
生
死
観
や
宗
教

観
を
読
み
解
く
上
で
重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
撮
影
し
た

写
真
や
ス
ラ
イ
ド
は
ず
い
ぶ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き
、
大
事
に

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
私
は
大
学
院
博
士
課
程
を
中

退
し
、
研
究
室
の
助
手
に
つ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
３
カ
月

後
、
１
９
７
０
年
に
55
歳
で
急
逝
さ
れ
て
…
。
ソ
ウ
ル
に
韓

国
研
究
の
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
矢
先

で
す
。
衣い

鉢は
つ

を
継
ぐ
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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と
厳
し
い
時
代
の
中
、
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
朝
鮮
に
対
す
る
偏
見
も
強
烈
に
残
っ

て
い
た
し
、
そ
の
分
、
現
地
で
は
日
本
人
へ
の
風
当
た
り
も

強
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
。

伊
藤
　
い
や
、
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
文
化
人

類
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家
や
政
治
経
済
と
は
別
で
す
し
。

リ
ベ
ラ
ル
な
家
庭
で
育
っ
て
、
差
別
感
情
か
ら
自
由
だ
っ
た

こ
と
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
父
は
画
家
で
し
て
ね
、
中
国
、

モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
ア
ジ
ア
各
地

を
回
っ
て
お
り
、
そ
の
絵
画
や
、
現
地
で
貰
っ
て
き
た
刀
や

ら
お
面
や
ら
被
り
物
や
ら
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
名
前
も
「
亜
細
亜
の
人
」
で
す
か
ら
。

　
話
せ
ば
わ
か
る
、
と
い
う
の
が
基
本
に
あ
る
ん
で
す
。
現

地
の
村
に
下
宿
し
て
、同
じ
も
の
を
食
べ
、祭
り
に
参
加
し
て

酒
を
飲
ん
で
。上
流
の
両ヤ

ン

班バ
ン

の
家
庭
で
は
、夫
婦
で
も
男
女
の

住
む
ス
ペ
ー
ス
が
厳
格
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は

女
性
の
部
屋
に
も
入
れ
て
も
ら
っ
て
話
を
聞
け
た
ほ
ど
で
す
。

　
野
村
さ
ん
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
韓
国
取
材
を
？

野
村
　
パ
ル
パ
ル
（
１
９
８
８
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

の
直
後
、
ま
だ
熱
気
の
残
っ
て
い
る
こ
ろ
で
す
。
90
年
代
に

入
っ
て
、
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
韓
国
の
有
名
デ
パ
ー
ト
、

新シ
ン

世セ

界ゲ

百
貨
店
の
店
長
に
な
っ
た
大
久
保
孝
氏
の
ル
ポ
。
そ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
会
っ
た
、

豊
饒
な
民
俗
文
化

野
村
　
72
年
に
は
済
州
道
に
続
い
て
、
珍チ

ン

島ド

の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

伊
藤
　
中
央
の
政
治
や
植
民
地
行
政
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け

て
い
な
い
、
南
の
辺
境
。
伝
統
的
な
民
俗
文
化
が
豊
か
に
残

り
、
観
光
や
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
農
村
と
い
う
こ
と
で
候

補
に
上
が
り
ま
し
た
。
先
祖
祭
祀
が
き
ち
ん
と
継
承
さ
れ
、

書
画
、
芸
能
、
音
楽
な
ど
芸
術
的
な
土
壌
も
魅
力
的
で
し
た

ね
。

野
村
　
当
時
は
朴パ

ク

正チ
ョ
ン

煕ヒ

大
統
領
の
軍
事
独
裁
政
権
下
。
学
生

運
動
の
最
中
で
あ
り
、
金キ

ム

大デ

中ジ
ュ
ン

事
件
や
金キ

ム

芝ジ

河ハ

の
死
刑
判
決
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で
活
躍
し
た
４
世
の
李り

忠た
だ

成な
り

選
手
。
彼
は
そ
の
後
帰
化
し
て
、

先
ご
ろ
の
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
で
は
決
勝
ゴ
ー
ル
を
あ
げ
、
一
躍
、

国
民
的
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
コ
リ
ア
ン
の
イ

メ
ー
ジ
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
韓

流
ブ
ー
ム
で
す
。
こ
の
前
テ
レ
ビ
の
番
組
で
、
シ
ネ
カ
ノ
ン

を
設
立
し
映
画
『
シ
ュ
リ
』
や
『
月
は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
』

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
李リ

鳳ボ
ン

宇ウ

氏
と
、
大
久
保
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
を
歩
い
た
ん
で
す
が
、
韓
流
ス
タ
ー
の
店
が
ず
ら
り
と
並

び
、
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
。
10
年
前
は

韓
国
人
を
〝
か
っ
こ
い
い
〟
と
無
邪
気
に
称
賛
で
き
る
雰
囲

気
は
な
か
っ
た
。
い
ま
は
大
学
で
教
え
て
い
る
学
生
の
ケ
ー

タ
イ
を
見
る
と
、
待
ち
受
け
画
面
が
東
方
神
起
や
少
女
時
代

で
す
。
想
像
を
絶
す
る
早
さ
で
、
文
化
の
力
で
ガ
ラ
リ
と
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
在
日
へ
の
視
点
も
、
悪
い
方
向
へ
は
導
い

て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

伊
藤
　
映
像
の
影
響
力
は
大
き
い
。
き
っ
か
け
は
そ
れ
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
興
味
を
も
っ
て
、
韓
国
を
訪
れ
る
人

が
増
え
れ
ば
、
韓
国
人
の
生
活
の
背
後
を
、
生
活
者
と
し
て

自
然
に
共
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
も
か
く
現
地
に
体
を
運

ぶ
こ
と
。
本
格
的
な
交
流
は
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

野
村
　
そ
う
で
す
ね
。
軽
い
気
持
ち
で
語
学
留
学
に
行
っ
た

学
生
が
、
卒
論
の
テ
ー
マ
に
韓
国
の
徴
兵
制
度
を
選
ん
だ
り

の
後
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
手
掛

け
ま
し
た
。

伊
藤
　『
コ
リ
ア
ン
世
界
の
旅
』
で
す
ね
。
在
日
の
生
活
や

民
族
感
情
を
多
方
面
か
ら
掘
り
下
げ
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
と

の
複
雑
な
関
係
や
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
在
米
コ
リ
ア
ン

も
取
り
上
げ
て
話
題
に
な
っ
た
。
あ
の
本
が
一
つ
の
契
機
と

な
り
、
在
日
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
人
が
増

え
た
と
も
聞
き
ま
す
。

韓
流
ブ
ー
ム
と

日
本
の
若
い
世
代
の
意
識

野
村
　
そ
う
い
う
時
代
が
来
て
い
た
ん
で
す
ね
。
芸
能
界
で

は
和
田
ア
キ
子
さ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ
で
は
民
族
名
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し
ま
す
か
ら
ね
。
た
だ
一
方
で
、
あ
ま
り
の
イ
メ
ー
ジ
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
、
ヨ
ン
様
と
北
の
将
軍
様
は
、
違
う
民
族
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
学
生
も
い
る
ん
で
す
が
。

韓
国
人
の
中
に
あ
る

内
な
る
差
別
意
識

伊
藤
　
在
日
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
と
、
当
然
差
別
の
問
題
が

出
て
き
ま
す
が
、
同
時
に
韓
国
人
同
士
の
差
別
意
識
も
見
え

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

野
村
　
は
い
。
在
日
に
は
済
州
道
の
出
身
者
が
非
常
に
多
い

の
で
す
が
、
半
島
か
ら
差
別
さ
れ
て
き
た
地
域
の
た
め
、
出

稼
ぎ
先
が
日
本
に
な
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

「
済
州
人
と
結
婚
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
日
本
人
と
結
婚
し
た

ほ
う
が
ま
し
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

伊
藤
　
韓
国
の
地
域
差
別
は
か
な
り
峻
烈
で
し
た
。
慶キ

ョ
ン

尚サ
ン

道ド

の
人
は
全チ

ョ
ル

羅ラ

道ド

の
人
を
差
別
し
、
済
州
島
は
そ
の
さ
ら
に

下
。
李
王
朝
時
代
に
は
流
刑
地
だ
っ
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

野
村
　
観
光
ガ
イ
ド
に
は
韓
国
の
ハ
ワ
イ
と
謳う

た

わ
れ
、
確
か

に
三
無
、
乞
食
と
泥
棒
と
、
泥
棒
を
防
ぐ
門
が
な
い
と
い
う
、

純
朴
で
温
和
な
風
土
な
の
で
す
が
、
逆
に
三
多
、
火
山
島
で

石
が
多
く
、
台
風
で
風
が
多
く
、
出
稼
ぎ
で
取
り
残
さ
れ
た

女
が
多
い
地
域
と
も
い
わ
れ
る
。
土
地
が
痩
せ
た
貧
し
い
島

で
す
。

　
日
本
へ
の
渡
航
に
は
、
歴
史
的
に
４
回
の
波
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
初
め
は
日
韓
併
合
後
の
１
９
２
０
年
代
に
起
き
た
コ

レ
ラ
禍
。
戦
時
中
は
徴
用
や
強
制
連
行
。
解
放
後
は
、
一
挙

に
増
え
た
引
揚
者
が
、
食
糧
難
か
ら
多
数
日
本
に
舞
い
戻
っ

て
く
る
。
そ
し
て
１
９
４
８
年
の
「
済
州
島
四
・
三
事
件
」。

南
北
対
立
を
背
景
に
、
反
共
を
推
し
進
め
る
ア
メ
リ
カ
と
李イ

承ス
ン

晩マ
ン

政
権
が
、
済
州
島
で
武
装
蜂
起
し
た
南
朝
鮮
労
働
党
の

弾
圧
命
令
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
軍
に
よ
る
村
人
へ
の
無
差

別
殺
人
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
事
件
で
す
ね
。
真
相
は
十
分

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
３
万
人
以
上
が
虐
殺
さ
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
続
く
朝
鮮
戦
争
の
混
乱
も
そ
れ
に
拍
車
を
か

け
て
、
彼
ら
の
逃
げ
場
は
日
本
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

伊
藤
　
韓
国
は
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
、
均
質
な
民

族
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
陸
の
一
隅
に
位
置
し
な
が
ら

も
、
先
住
民
や
少
数
民
族
集
団
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
、
わ
ず
か
な
差
異
が
差
別
を
生
み
や
す
い
の
で
す
。
儒

教
思
想
を
背
景
に
、
文
人
官
吏
、
両ヤ

ン

班バ
ン

が
支
配
層
と
し
て
明

確
に
あ
り
、
中
央
集
権
体
制
も
強
固
だ
っ
た
。
そ
の
価
値
観

は
い
ま
も
脈
々
と
生
き
て
い
ま
す
。
周
縁
地
域
へ
の
差
別
の

ほ
か
商
人
、
職
人
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
な
ど
の
職
業
差
別
。
女
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性
、
障
害
者
、
混
血
差
別
。
同
じ
韓
国
人
で
も
在
外
で
生
活

し
、
帰
国
し
た
人
へ
の
蔑
視
も
あ
る
。

野
村
　
韓
国
に
行
っ
て
働
い
て
い
る
在
日
コ
リ
ア
ン
、
十
数

人
に
取
材
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
意
味
、
日
本
よ

り
差
別
が
き
つ
い
と
言
い
ま
す
。
同
じ
民
族
な
の
に
部
屋
も

貸
し
て
く
れ
な
い
、
と
か
。
留
学
生
だ
と
在
日
は
モ
テ
な
い

が
、
在
米
コ
リ
ア
ン
は
モ
テ
る
と
い
っ
た
微
妙
な
部
分
も
あ

る
よ
う
で
す
よ
。

伊
藤
　
在
日
は
韓
国
語
の
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
嫌
わ

れ
る
要
因
の
一
つ
で
す
ね
。
日
本
の
文
化
、
風
習
が
身
に
つ

い
て
い
る
こ
と
も
、「
日
本
人
み
た
い
だ
」
と
言
わ
れ
や
す
い
。

野
村
　
あ
と
意
外
だ
っ
た
の
が
、
周
辺
ア
ジ
ア
に
対
す
る
差

別
意
識
。
た
と
え
ば
子
供
に
英
語
を
学
ば
せ
る
た
め
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
住
む
コ
リ
ア
ン
は
多
い
の
で
す
が
、
現
地
で
雇
う

メ
イ
ド
さ
ん
へ
の
対
応
が
ひ
ど
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
英
語
圏

な
の
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
だ
っ
た
か
ら
で
、
同
じ
痛
み
を

持
つ
は
ず
な
の
に
、
想
像
力
が
働
か
な
い
ん
で
す
ね
。

伊
藤
　
香
港
で
も
サ
イ
ゴ
ン
で
も
、
コ
リ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
の
評
判
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。
な
か

で
も
、
中
国
人
に
対
す
る
蔑
視
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

野
村
　
韓
国
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
が
長
い
こ
と
出
来
な

か
っ
た
、
ア
ジ
ア
で
は
珍
し
い
国
で
す
よ
ね
。
今
は
仁イ

ン

川チ
ョ
ン

に
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観
光
資
源
と
し
て
あ
り
ま
す
が
。

伊
藤
　
昔
は
ソ
ウ
ル
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
都
市
整
備
で

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
し
て

世
界
に
散
ら
ば
る
韓
国
人

野
村
　
そ
の
一
方
で
、
世
界
各
地
に
散
ら
ば
る
在
外
コ
リ
ア

ン
は
大
変
な
数
で
す
よ
ね
。
多
い
順
に
在
米
２
０
０
万
人
、

か
ら
の
逃
避
。
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
っ
て
、

教
育
や
情
報
、
経
済
的
チ
ャ
ン
ス
を
追
い
求
め
て
い
く
。
エ

リ
ー
ト
志
向
が
強
い
た
め
、
国
内
の
競
争
か
ら
離
脱
し
た
人

が
、
海
外
に
活
路
を
見
出
す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
兵
役
を
嫌
う
人
、
北
朝
鮮
の
動
向
に
不
安
を
持
つ

人
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
故
国
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
で
す
ね
。

野
村
　
そ
の
国
に
と
け
込
む
わ
け
で
も
な
く
、
故
郷
に
錦
を

飾
ろ
う
と
い
う
の
で
も
な
く
、
不
思
議
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

92
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
暴
動
で
、
店
を
焼
き
打
ち
さ
れ
た
在

中
国
東
北
部
の
朝
鮮
族
が
１
９
０
万
人
。
在

日
64
万
人
、
旧
ソ
連
45
万
人
。
総
数
は
６
０

０
万
人
以
上
で
し
ょ
う
。
南
北
ア
メ
リ
カ
や

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
ジ
ア
各
地
で
は
、
現
在
も

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
。
と
て
も
積
極
的
で

す
。

伊
藤
　
韓
国
で
は
、
人
間
関
係
の
核
に
な
る

の
が
父
系
血
縁
原
理
で
す
か
ら
、
地
域
に
定

住
す
る
と
い
う
感
覚
が
あ
ま
り
な
い
。
血
縁

や
知
人
の
ツ
テ
を
頼
っ
て
頻
繁
に
移
動
し
ま

す
し
、
職
業
も
変
え
る
。
も
と
も
と
流
動
性

が
高
い
ん
で
す
。
以
前
な
ら
軍
事
独
裁
体
制

米
コ
リ
ア
ン
を
取
材
し
た
の
で
す
が
、
復
興

の
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
自
分
を
ク
ッ
チ
ェ
・

ゴ
ア
、
国
際
孤
児
と
評
し
て
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
へ
の
移
民
が
急
激
に
増
え
た
の
は
、

朝
鮮
戦
争
以
降
で
す
ね
。
彼
ら
は
教
育
程
度

が
高
く
、
資
金
も
そ
れ
な
り
に
持
っ
て
い
て
、

白
人
と
、黒
人
・
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
間
の
階

層
に
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
る
ん
で
す
。
商
店
を

経
営
し
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
を
低
賃
金
で
こ
き

使
っ
て
妬
ま
れ
て
い
た
が
た
め
、
あ
の
暴
動

は
ロ
ド
ニ
ー
・
キ
ン
グ
事
件
、
白
人
対
黒
人

の
問
題
が
引
き
金
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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文
化
を
共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
自
己
完
結
し
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
国
際
的
に
、
今
後
ど
ん
な
ス
タ
イ

ル
を
形
成
し
て
い
く
の
か
、
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

日
韓
で
対
照
的
な

仕
事
に
対
す
る
価
値
観

野
村
　
流
動
性
と
い
う
点
で
見
る
と
、
日
本
は
対
照
的
で
す
。

拙
著
『
千
年
、
働
い
て
き
ま
し
た
』
で「
老し

舗に
せ

」の
調
査
を
し

た
の
で
す
が
、
２
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
商
店
や
企
業
が
、

と
い
っ
た
も
の
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
が
統
合

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
方
便
で

あ
っ
て
、
む
し
ろ
仕
事
に
捉
わ
れ
る
と
、
内
面
の
涵か

ん

養よ
う

に
差

し
支
え
る
と
考
え
る
の
で
す
。

野
村
　
日
本
人
は
、
逆
に
コ
ツ
コ
ツ
仕
事
を
続
け
る
こ
と
で
、

内
面
が
涵
養
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
修
業
と
い
う
言
葉
を

使
い
ま
す
か
ら
ね
。

伊
藤
　
商
人
や
職
人
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
家
業
や
実
績
を
積
み

上
げ
、地
域
に
根
を
は
っ
て
い
き
ま
す
。ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
、

非
常
に
定
着
性
が
高
い
で
す
ね
。
で
も
内
面
の
徳
は
、
場
所

コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
が
標
的
に
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
負
の
現
実
の
中
で
、
コ
リ
ア
ン
は
自

分
の
立
ち
位
置
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
従
来
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
代
表
と
す
る

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
像
と
も
大
分
違
い
ま
す
ね
。

韓
国
本
国
に
い
る
人
間
は
、
国
家
や
民
族
を

非
常
に
強
調
す
る
の
で
す
が
、
一
度
海
外
へ

出
て
し
ま
う
と
、
意
外
と
愛
郷
心
に
乏
し
い
。

母
国
に
帰
り
た
い
、
故
郷
に
貢
献
し
た
い
と

は
、
あ
ま
り
思
わ
な
い
よ
う
で
す
。
現
地
で

コ
リ
ア
ン
チ
ャ
ー
チ
を
中
心
に
、
言
語
と
食

日
本
に
は
３
０
０
０
軒
以
上
あ
る
。
対
し
て

韓
国
は
ゼ
ロ
。
隣
国
な
の
に
こ
の
差
は
す
ご

い
。
ち
な
み
に
中
国
は
９
軒
、
イ
ン
ド
が
３

軒
で
す
。
先
生
の
著
作
に
、
韓
国
で
は
継
続

的
あ
る
い
は
地
道
に
仕
事
を
続
け
る
こ
と
を

貴
重
と
は
考
え
な
い
、
と
あ
り
ま
す
が
儒
教

文
化
と
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
あ
り
ま
す
ね
。
儒
教
で
は
内
面
の
徳

を
重
要
視
し
ま
す
。
手
先
の
技
や
商
い
＝
仕

事
は
一
段
低
く
見
ま
す
し
、
そ
れ
を
通
し
て

の
人
間
関
係
も
ほ
と
ん
ど
重
視
し
な
い
。

も
っ
と
普
遍
的
な
価
値
、
理
念
、
人
間
の
徳
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に
縛
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
流
動
性
を
保
障
す
る
ん
で
す
よ
。

野
村
　
大
阪
に
金
剛
組
と
い
う
１
４
０
０
年
も
続
く
世
界
最

古
の
建
設
会
社
が
あ
り
ま
す
。
寺
社
仏
閣
の
設
計
施
工
や
文

化
財
の
復
元
修
理
を
手
掛
け
て
い
て
、
創
始
者
は
聖
徳
太
子

の
時
代
に
、
四
天
王
寺
建
立
の
た
め
百く

済だ
ら

か
ら
招
か
れ
た
宮

大
工
で
す
。
系
図
を
見
せ
て
も
ら
う
と
31
代
。
間
に
た
く
さ

ん
養
子
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
あ
く
ま
で
技
と
伝
統
を

継
承
で
き
る
人
物
を
と
り
た
て
て
、
老
舗
を
守
っ
て
き
た
。

実
践
的
と
い
う
か
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
（
実
用
的
）。
そ

の
辺
も
父
系
血
縁
主
義
の
韓
国
と
は
、
対
照
的
で
す
。

伊
藤
　
物
と
精
神
の
関
係
を
見
て
も
、
対
照
的
で
す
よ
。
日

本
人
は
物
と
精
神
を
区
別
し
な
い
。
む
し
ろ
物
を
通
し
て
精

神
を
教
え
た
り
表
現
し
た
り
す
る
。
仏
教
で
も
庭
や
床
の
間
、

掛
け
軸
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
韓
国
人
に
は
理

解
で
き
な
い
。
物
と
精
神
は
あ
く
ま
で
別
物
。
物
に
囚
わ
れ

る
と
、
徳
を
失
う
と
考
え
る
。

野
村
　
日
本
で
は
金き

ん

箔ぱ
く

の
職
人
さ
ん
が
、
金
箔
に
は
心
が
あ

る
、
機
嫌
が
悪
い
と
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
、
な
ん

て
普
通
に
言
い
ま
す
よ
ね
。
針
供く

養よ
う

は
す
る
わ
、
包
丁
供
養

は
す
る
わ
。
物
に
も
魂
が
あ
る
と
考
え
る
。

伊
藤
　
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
伝
統
で
す
ね
。
物
に
も
道
具
に
も
、

自
然
に
も
魂
が
宿
っ
て
い
る
。

野
村
　
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
や
、
ゲ
ゲ
ゲ
ブ
ー
ム
も
根
底
に
ア

ニ
ミ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
ね
。
日
本
人
の
志
向
性
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

伊
藤
　
文
明
は
、
そ
う
い
っ
た
物
や
地
域
か
ら
超
越
し
た
、

観
念
的
な
世
界
観
、
権
威
を
生
み
だ
し
、
社
会
秩
序
を
つ
く

る
も
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
も
イ
ス
ラ
ム
教
も
そ
う
で
す
ね
。

そ
の
点
で
日
本
は
文
明
の
周
縁
、
未
開
の
社
会
と
い
っ
て
も

よ
い
の
で
す
。
逆
に
い
う
と
、
理
屈
や
理
論
に
足
を
す
く
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

日
本
人
が
い
ま
、

韓
国
人
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

野
村
　
韓
国
人
は
精
神
性
を
大
切
に
す
る
、
大
変
誇
り
高
い

民
族
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
日
本
人
が
彼
ら
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

伊
藤
　
や
は
り
普
遍
的
な
価
値
、
倫
理
性
。
人
間
と
し
て
理

想
を
追
求
す
る
姿
勢
で
す
ね
。
市
民
連
帯
、
弱
者
救
済
、
環

境
保
護
な
ど
は
日
本
よ
り
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ベ
ル

で
も
、
そ
う
い
っ
た
運
動
を
国
際
化
し
て
い
く
方
向
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

野
村
　
エ
リ
ー
ト
や
国
際
的
な
指
導
者
が
育
ち
や
す
い
文
化
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と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　

伊
藤
　
土
壌
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
国
連
事
務
総
長

の
潘バ

ン

基ギ

文ム
ン

。三サ
ム

星ス
ン

の
世
界
的
な
躍
進
も
、指
導
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
う
ま
く
機
能
し
た
例
で
す
。
中
央
の
企
画
室
に
情

報
を
集
約
し
、
論
理
的
な
思
考
体
系
で
戦
略
を
練
り
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
投
資
を
行
う
。
も
の
作
り
に
依
拠
し
た
ホ
ン
ダ

や
ソ
ニ
ー
で
は
、
出
て
こ
な
い
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。

野
村
　
教
育
、
特
に
エ
リ
ー
ト
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。
韓
国
か
ら
の
留
学
生
は
本
当
に
よ
く
勉
強
し
ま

す
。

伊
藤
　
た
だ
、
エ
リ
ー
ト
志
向
が
行
き
過
ぎ
た
弊
害
も
あ
り

ま
す
よ
。
ソ
ウ
ル
へ
の
極
端
な
一
極
集
中
で
、
地
方
や
農
村

が
疲ひ

弊へ
い

し
て
い
る
。
も
と
も
と
流
動
性
が
高
い
か
ら
、
地
域

振
興
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
特
に
農
村
は
ず
っ

と
追
っ
て
き
ま
し
た
が
、
セ
マ
ウ
ル
運
動
に
よ
る
近
代
化
で

共
同
体
が
弱
体
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
変
貌
著
し
い
。
国

家
政
策
的
に
も
、
農
作
物
は
海
外
に
頼
れ
ば
い
い
と
い
う
方

向
に
あ
る
。
産
業
構
造
も
空
洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
ね
。
工

場
現
場
で
は
、
外
国
人
労
働
者
を
相
当
数
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

野
村
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、
理
想
の
追
求
と
い
う

点
で
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
の
成
功
を
評
価
し
た
い
。
韓
国
は
か

つ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
た
折
、
無
差
別
機
銃
掃
射
や

住
民
虐
殺
、
女
性
へ
の
強
姦
・
殺
害
と
い
っ
た
事
件
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
置
き
去
り
に
し
た
韓
越
混
血
児
、
ラ
イ
タ
イ

ハ
ン
の
問
題
も
あ
る
。
日
本
の
戦
争
責
任
を
追
及
し
て
き
た

韓
国
と
し
て
は
、大
変
に
苦
い
過
去
な
の
で
す
が
、ハ
ン
ギ
ョ

レ
は
臆
す
る
こ
と
な
く
追
及
し
て
い
る
。
国
民
が
そ
れ
を
評

価
し
て
い
る
こ
と
も
心
強
い
こ
と
で
す
。

伊
藤
　
正
義
感
は
日
本
よ
り
健
全
だ
と
い
っ
て
い
い
。
成
熟

し
た
国
家
と
し
て
、
国
際
社
会
で
認
知
さ
れ
る
に
は
、
欠
か

せ
な
い
美
質
で
す
。
拝
金
主
義
が
席せ

っ

捲け
ん

す
る
ア
ジ
ア
に
あ
っ

て
、
そ
の
精
神
性
を
大
い
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

野
村
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


